
 

   

 

2024年 7月 17 日 

株式会社講談社 
 

「バリ山行」 （松永 K三蔵・著） 

第 171回 芥川賞受賞のお知らせ 
 

平素より弊社の出版活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

 

本日発表された第 171 回芥川龍之介賞に、「群像」2024年 3 月号掲載「バリ山行」

（松永 K三蔵・著）が選ばれましたので、お知らせいたします。 

作品の概要、著者略歴は以下のとおりです。 

 

◆受賞作 「バリ山行」 概要                                       

会社の付き合いを極力避けてきた波多は同僚に誘われるまま六甲山登

山に参加。やがて社内登山グループは正式に登山部となり、波多も親

睦を図る気楽な活動をするようになっていたが、職場で変人扱いされ

孤立している職人気質のベテラン妻鹿があえてルートから外れる危険

で難易度の高い「バリ山行」をしていることを知る……。 

 

会社も人生も山あり谷あり、バリの達人と危険な道行き。 

圧倒的な生の実感を求め、山と人生とを重ねて瞑走する純文山岳小説。 

 

https://bookclub.kodansha.co.jp/product?item=0000398207 
 

 

定価：17６0円（税込） 

刊行日：2024年7月25日 

ISBN978-4-06-536960-9 

 

◆松永 K三蔵（まつなが・けー・さんぞう）氏 略歴 

1980 年生まれ。関西学院大学卒。兵庫県西宮市在住、日々六甲

山麓を歩く。2021年「カメオ」で第 64回群像新人文学賞優秀作

を受賞しデビュー。同作は「群像」2021年 7月号掲載。 
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